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株式会社長島製作所　藤沢工場

ࣾは、金属プレス加工をは͡め、小ロットに対応する
精密板金加工、金型の設計・製造、製品製造のためのライ
ン設計等෯い金属加工を手͕けている。ͳ͔で、トϤタ
自動車の岩手工場、宮工場のՔಇにい、平成 �2 よ
り受注を開࢝した自動車金属部品のചり上げは、ࣾશ体
のҎ上をめるׂ合とͳͬている。�5 にΘたる自動
車金属部品製造の実を持ͭࣾはこれ·で、低コスト化
を実現する設備設計、自ࣾでのライン製作等技術力の向上
にめてきた。

現在、自動車メーカーは༌ૹコストの低減をਤるため、
自動車部品の現地調ୡ率の向上を目ࢦしており、ͳ͔で
エンジン部品、ഉ気部品の現地調ୡ率の向上に力を入れて
いる。ࣾにこれΒエンジン部品等の加工ґཔ͕͋ͬた͕、
現有する設備の加工能力では難しいため、これ·で受注に
をଧ開するため、新たͳ加گていͳ͔ͬた。こ͏した状ͬࢸ
工技術を確立し、自動車エンジン部品等の新ن受注を目ࢦ
し、̏次元形状の加工͕できるファイバーレーβー༹接・
断ラインの開発にண手。·たラインの低コスト化をਤるた
め、自動車部品製造で培ͬてきたࣝと技術を基に、༹接・
断ラインの設計͔Β組み立て·でશてをࣾ内で͏ߦことと
した。ラインの開発と製造は、ࣾの研究・開発部を୲ͬ
ている藤沢工場でͬߦた。

1. 実施した経緯 2. 実施した内容

ैདྷの̎次元レーβーは、̎次元形状製品への加工は
できた͕、̏次元形状ののに対しての加工は不Մ能で
͋ͬた。̏次元ファイバーレーβー断機は、自動車のエン
ジン部品やマフラー等ഉ気部品の製造にඞཁとͳる、̏次
元形状製品への加工をՄ能とするので͋る。

現在、ファイバーレーβー断機は市ൢされている͕、
そのଟ͕̍͘ԯԁをす高ֹͳので͋るため、設計͔Β製
作·での一を自Β͏ߦことで、低コストでのラインの製造
を目ࢦした。

ファイバーレーβー断機の開発に͋たり、ຊ事業により
レーβー発ৼ装置を、これとはผにଟ関節ロボットͳͲを新
たに導入した。レーβー発ৼやロボット制御用のソフトウェ
アの開発、࣏具の製造、ラインの設計͔Β組み立ては、す
てࣾの技術者͕ͬߦた。

·た、市ൢされているファイバーレーβー断機の΄とΜ
Ͳ͕断のみを͏ߦので͋ͬたのに対し、ࣾでは、レー
βーのऩଋ具合を調整することにより、同一ラインで༹接
༹・える機能を付加し、新たͳファイバーレーβー断ߦ
接機を開発することとした。これにより、それ·でผ工程で
えるよ͏にͳߦていた断と༹接͕一度の取り付けでͬߦ
り、加工ؒ࣌の短縮にͭͳ͕ͬた。

このラインは大き͘けると、レーβー発ৼ装置、加工を
ロボット、加工部品を取り付けるベース͔Β構成されて͏ߦ

Ռ
溶接と切断が同じライン
で行える、汎用性の高い
オリジナルラインが完成。
３次元形状の加工が可能
となった。

Ңܦ
ファイバーレーザーを活用した低コスト
のオリジナル溶接・切断ラインを開発
することにより、東北に工場を置く自動
車メーカーからの新規分野の受注を目
指す。

༰ࢪ࣮
本事業により導入したレーザー発振装置、及び
併せて導入した多関節ロボットなどを用い、自
社オリジナルの溶接、切断ラインを開発、製作
した。試験運転を行い、各種課題の解決に取り
組んだ。
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3. 取り組みの成果

4. 今後の取り組み

オリジφル༹接・断ラインの開発により̏ 次元形状部品
の断とඍࡉͳ༹接加工͕Մ能とͳり、自動車のエンジン
部品やഉ気部品等、ओにステンレス製品の加工にҖ力を発
。するのと期しているش

·た、コンピュータ制御されたロボット͕加工を͏ߦため、
の短縮をは͡めとし、作業者のख़࿅度にཔؒ࣌ʑの作業ݸ
Βͳい生産体制をෑ こ͘と͕Մ能とͳͬた。ซせて、断・
༹接の加工͕同ラインでできることでリードタイムの短縮
ਤΒれ、生産性の向上にͭͳ͕る݁Ռとͳͬた。

ࣾでは、ޙࠓ༷ʑͳ条件Լで試ݧをॏね、平成 2� 
中の生産స用を目ࢦしている。部品の成形ޙに断や༹接ͳ
Ͳの加工をՄ能とするこの̏次元ファイバーレーβー断
機は、༷ʑͳへの൚用性の高さ期されている。

東北地域において൚用断̏次元装置を自ࣾ開発できる
企業はݶΒれており、·た地域内の自動車部品を受注する
企業の中で、このよ͏ͳ設備を保有している企業は΄とΜͲ
受けΒれͳい。༏れた加工技術を持ͭことに加え、オリݟ
ジφルの༹接・断ラインを自ࣾ開発したຊ事業の成Ռは、
ࣾの持ͭ高い技術力を内֎に発信することにͭͳ͕る
のとࢥΘれる。この成Ռを基に、新たͳ自動車部品の受注
֫ಘ、新نの受注へとͭͳげていきたいとߟえている。

自動車

いる。このベースは༷ʑͳ֯度に動 よ͘͏設計されていて、
ロボットのՄ動と合Θせ、͋ΒΏる֯度͔Βレーβー͕照ࣹ
できる仕組みとͳͬている。レーβー照ࣹ࣌に発生するϏー
ムはਓ体に有ͳため、ロボットのपりにはશͳ不Մࢹ状
態をҡ持するޢนを設置した。し͔し、これではロボット
のՔಇ状گを؍できͳいため、ޢน内にレーβーをແ
するͳ光にม CCD カメラを設置し、֎部͔Βモニター
を通し、加工の༷子を؍できる構造とした。

試作్上の՝として、ޢน内でロボットとέーブル͕
বする͕͋ͬた。これは、加工物を取り付けるベースׯ
とロボット͕それͧれ自在に動͘設計で͋ること͔Β開発
ॳより༧された՝で͋り、̏次元 CAD により非ׯবྖ
域を୳し出すことでղܾをਤͬた。

さΒに、ࣾ内で開発͔Β組み立て、成·でを手͕けたこ
とにより、ྨࣅした機能を持ͭ市ൢ品にൺ約 �ʗ5 のඅ用
でラインの製造を実現した。これΒのメリットは受注単価に
өすること͕でき、発注者͕ٻめる短納期、低コストでの
製品提͕ڙՄ能とͳͬた。

これ·での自動車金属部品製造で培い、ੵしたࣝと
技術を集݁させて取り組Μͩこのライン開発のプロセスは、
ࣾのਓ材ҭ成の؍͔Βಘるの͕大き͘ 、·た自ࣾの
成はとより、自動車部品製造をは͡めとする岩手の金属
加工産業のৼ興にد༩するのͩとߟえる。

加工は防護壁を閉じた状態で行われる。加工の様子は、
内部に設置したカメラを通しモニターでチェックできる。

本事業で開発・製作された、オリジナル溶接・切断ライン。

３次元形状の切断が可能に。様々な分野への汎用
が期待されている。

貫通溶接が可能なこのラインでは、材質の違う金属を溶接することも
できる。

代表取締役の新宮由紀子さん（左）と、オリジナルラインの開発・
製作の責任者、副社長の新宮剛さん（右）。

金属プレス加工、プレス金型製作、精密板金加工、
自動車部品などの各種溶接等
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